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　　日本近代文学作家の文体
一大正文学における倦怠の心情一
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に巣食う倦怠の想いは，体制にとっては歓迎されざるも
のである。『さすらひの唄』は退廃的なものとして，
1921年には禁止の憂き目にあっている。
　しかしながら，第1次大戦後の経済不況は民衆の倦怠
の想いを更なるものにしていく。今度は，野口雨晴作詞
・中山晋平作曲『船頭小唄』が唄い継がれていくことと
なる。民衆の倦怠の想いに託した抵抗の姿勢である。こ
うした民衆の姿をおのが姿として登場して来るのが，井
伏鱒二である。が，井伏は初期の習作（本砥究の過程で
存在を知ったのだが，ある事情で作品名を上げることは
できない）の中で，『船頭小唄』が俗悪化して唄われる
場面を描いている。民衆が喪いつつあるもの一倦怠の
抵抗性を，井伏は，受け継こうというところから，出発
しようというのだ。
　大正期の文学の特性を明らかにするには，如上のよう
な大正期の歌曲・歌謡曲との関連からも迫るという面
が，更に強化されなければならないだろう。
Tsuguo　SATO
　本研究は，日本近代文学の作家，特に大正文学の作家
の文体を通して《大正文学における倦怠の心情》を明ら
かにしようとするものである。
　1910年の大逆事件を契機として生じたく冬の時代〉に
文学活動を開始した芥川龍之介は言うに及ばず，『神経
病時代』（1917）の広津和郎，『田園の憂欝』（1918）の
佐藤春夫，そして，『幽閉』（1923）の井伏鱒二と，そこ
には色濃くく倦怠の心情〉が脈打っている。と言うより
は，大正期を生きる彼ら作家にとって，〈倦怠〉の問題
は避けて通ることのできぬ〈文学的課題〉であったのだ。
　ところで，ここで眼を大正期の歌曲に転じて見ると，
面白いことに気付かされる。
　r神経病時代』の発表された1917年11月には，芸術座
公演『生ける屍』（トルストイ原作）の劇中歌として，
北原白秋作詞・中山晋平作曲の『さすらひの唄』が，人
気女優松井須磨子によって歌われている。ツアー制下の
ロシアで，妻の恋愛成就のために身を持ち崩すが，法の
もとに離婚を許されず，死をも考える男に恋をしたジプ
シー娘の歌う，その哀調の中に，天皇制絶対主義下を生
きる人々は，おのが自分の精神的流浪の姿をダブル・イ
メージさせていったのであろう。倦怠感の中に，どこか
自棄的な想いにかられていく自己の姿を輻晦させなが
ら，人々は唄い続けていったに違いない。『さすらひの
唄』が巷に流れるその中から，また，『田園の憂欝』や
『都会の憂欝』が生まれてくるのである。
　歌曲や歌謡曲は敏感に時代の想い，人々の想い，特に
民衆の想いを反映する。時代をおおう倦怠感，人々の心
